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 防衛分野での将来における研究開発に資することを期待し、先進的な基礎研究を公募・委託。

 対象とする研究テーマ（特に、他府省庁や民間での育成に期待できない技術分野）を提示した上で研究課題を
公募し、外部有識者による審査の上、採択する研究課題を決定。特に革新性、成果の波及効果を重視。

 大規模な投資が有効な基礎研究も対象。

 研究成果については、公表を制限することはせず、広く民生分野で活用されることも期待。
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安全保障技術研究推進制度の概要

予算額（契約ベース）

○平成２７年度 ３億円

○平成２８年度 ６億円

○平成２９年度 １１０億円

○平成３０年度 １０１億円

○令和元年度 １０１億円

○令和２年度 ９５億円

○令和３年度 １０１億円

○令和４年度 １０１億円

○令和５年度 １１２億円
（予算案）
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安全保障技術研究推進制度の概要（2/3）

3

 どのような内容で応募するかは応募者の自由。

 研究委託を行うものであり、補助金ではない。

 プログラムオフィサーが研究内容に介入することはない。

 研究成果は、広く民生分野においても活用され、あるいは学術的な研究が

深められ、さらに科学的・技術的に発展していくことを期待。また、防衛装備

庁において将来における活用の可能性について検討。公表に制限なし。

 本制度に採択されて委託業務を行ったことにより、将来、防衛省又は防衛

装備庁が実施する研究開発事業への参加を強制されることはない。

＜公募する研究対象についての注意＞

• 本制度では、特に、革新性を有するアイディアに基づき、科学技術領域の限界

を広げるような基礎研究を求める。いわゆるハイリスク研究も推奨。

• 既存技術や知識の実用化に向けた工夫等、応用研究や開発は対象外。

• 新領域の開拓や新たな波及効果等が期待できる、革新的な目的指向の基礎

研究を望んでいる。



安全保障技術研究推進制度の概要（3/3）

※ １研究課題当たりの直接経費及び間接経費（直接経費の原則３０％）の合計
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区分 大規模研究課題 小規模研究課題

タイプ タイプS タイプA タイプC

研究期間
令和５年１２月頃～
令和１０年３月
（最大５か年度）

令和５年１０月頃～令和８年３月
（最大３か年度。１か年度、２か年度でも可）

１件当たりの研
究費※

(下限なし)

最大２０億円／５年
（１０億円、５億円、１億円程度の規模

でも応募可能）

最大５，２００万円／年
（３千万円、１千万円、数百
万円程度の規模でも応募

可能）

最大１，３００万円／年
（数百万円程度の規模でも

応募可能）

新規
採択予定数

９件程度 ５件程度 ５件程度

大規模研究課題向けの予算の範囲内
で採択数を決定します。

小規模研究課題向けの予算の範囲内で
採択数を決定します。

各タイプ
の特徴

提案されたアイディア等を具現化し、その
可能性と有効性を実証するところまでを
目指した基礎研究が対象
ただし、実用化に向けた実証までを求めて
いるものではない

新規性、独創性又は革新性
のある、研究テーマに合致
した基礎研究が対象

より一層、独創的なアイディ
アに基づいた基礎研究が
対象
（準備状況は不問）

契約形態
国庫債務負担行為による研究期間
全体を通じた複数年度契約

年度ごとの委託契約

◆タイプCは、単純にタイプAよりも小規模な研究を求めているという性格のものではなく、
特にチャレンジングな応募を期待。



制度の主な変更点
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異なるバックグラウンドを持った研究者同士の協力が、ブレークス

ルーを誘発し、それによって新たなイノベーションが生み出されやすく

なるため、分野横断的な研究体制を構築しての応募や、異なる研究

機関同士が互いの強みを持ちあう研究体制（企業と大学、企業と国立

研究開発法人等）を構築しての応募を推奨することを公募要領に

記載

 タイプS とタイプA の金額差を少しでも緩和するため、タイプAの１研

究課題あたりの研究費上限を変更

（最大３，９００万円/年 ⇒ 最大５，２００万円/年）

審査の過程において、より適切な研究計画となるよう、外部有識者に

よる委員会よりコメントを出す場合があることを公募要領に記載



応募・採択の実績
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研究成果に係る実績（１/２）

【研究成果の概要（紀要）】

【評価結果（中間・終了）】および【成果報告書】についても
ホームページで公開中です。

https://www.mod.go.jp/atla/funding/seika.html

Ｒ２年度 終了課題１３件

Ｒ１年度 終了課題９件

Ｈ３０年度 終了課題８件

Ｈ２９年度 終了課題１１件
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紀要



研究成果に係る実績（２/２）

※１：学術論文、雑誌掲載等
※２：学会発表、プレス発表等

【研究成果の公表】

採択年度
研究成果の公表（件） 産業財産権（件）

論文発表※１ 口頭発表※２ 特許出願

平成２７年度 １４ ６３ ３０

平成２８年度 １５ １０６ １１

平成２９年度 ５９ ２８７ １３５

平成３０年度 ９１ ２０６ １３０

令和元年度 ４４ １７８ ４５

令和２年度 １３ １１８ ７

令和３年度 ７ １８ １５

合計 ２４３ ９７６ ３７３

論文誌への投稿、学会発表、知的財産権の取得等は積極的に実施
していただくことを推奨。

知的財産権は、日本版バイ・ドール規定により、研究実施機関に無償で帰属可能
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（令和４年１２月３１日現在）



Ｒ５年度公募関係

ホームページで公開中です。
https://www.mod.go.jp/atla/funding/koubo.html
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公募要領

説明資料

【Ｒ５年度公募関係】
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令和５年度に公募する研究テーマ

1
未知環境において信頼構築が可能な逐次意思決定AI
アーキテクチャに関する基礎研究

17
耐環境性・適切な電磁波特性を確保する耐熱技術に関する基礎
研究

2 あらゆる情報から正確な予測を実現するＡＩに関する基礎研究 18 磁気センサ技術に関する基礎研究

3
未知環境下における頑健性を持ったＡＩアーキテクチャに関する
基礎研究

19 化学物質検知及び除去技術に関する基礎研究

4
脳科学による認知及びコミュニケーション機能の向上に関する
基礎研究

20 地中又は海底における物質・物体把握技術に関する基礎研究

5
空間を超えて直感的に判断でき、利用可能な
ＸＲ・テレイグジステンスに関する基礎研究

21
宇宙・高高度からの高頻度、高精度なリモートセンシングに
関する基礎研究

6
複数無人機操作や制御を実現する人間の認知能力支援に
関する基礎研究

22
外部システムに非依存かつ長時間精度補償可能な測位・航法に
関する基礎研究

7 コグニティブセキュリティに関する基礎研究 23 高周波数・高出力デバイスに関する基礎研究

8
無線通信への未知攻撃防御やサイバーキルチェーン分断を
自動化するセキュリティに関する基礎研究

24
小型で超高速情報処理を実現する新規な演算デバイスに関する
基礎研究

9 量子ネットワーク技術に関する基礎研究 25
海中における通信・ワイヤレス電力伝送・センシングに関する
基礎研究

10 光波領域における新たな知見に関する基礎研究 26
船舶・水上、水中無人航走体の性能を大幅に向上させる基礎
研究

11
光波センシングや光通信における新たなアプローチに関する
基礎研究

27 航空機・無人機の性能を大幅に向上させる基礎研究

12 高出力レーザの発振・伝搬に関する基礎研究 28 車両・無人機の性能を大幅に向上させる基礎研究

13
高出力、大容量電力貯蔵技術や電池・高速放電や再充電電源
システムに関する基礎研究

29 宇宙機等の推進・衝突回避に関する基礎研究

14
エレクトロニクスデバイスやレーザ装置の冷却技術に関する基礎
研究

30 極超音速推進・空力技術に関する基礎研究

15 高強度材料・機能性材料・表面加工に関する基礎研究 31 爆発反応及び衝撃波に関する基礎研究

16
材料間の相互接合技術による軽量化・強度向上に関する基礎
研究

知能・情報 光・レーザ 材料・構造 センシング 半導体 水中 その他

新規又は昨年度から大きく変更したもの



令和５年度に公募する研究テーマ

（１）「未知環境において信頼構築が可能な逐次意思決定ＡＩアーキテクチャ」 に関する基礎研究

（２）「あらゆる情報から正確な予測を実現するＡＩ」 に関する基礎研究

（３）「未知環境における頑健性を持ったＡＩアーキテクチャ」 に関する基礎研究

期待する
研究提案例

• 対象の行動から意図を推定し、将来の行動を予測する研究

• リスク等を考慮して次の行動を計画するためのマルチエージェントについての研究

• 機械学習を利用した場合、学習済み環境以外では著しく性能が低下するため、

少学習データ及び未知状況での多様なタスクに迅速かつ柔軟適応する新コンセプト

の研究

• 様々な欺瞞データを含む時系列データであっても将来を正確に予測分析する研究

• 意図推定や計画提案におけるＡＩの判断根拠の可視化、説明の生成についての研究
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令和５年度に公募する研究テーマ

（２９）「宇宙機等の推進・衝突回避」 に関する基礎研究

期待する
研究提案例

• 電磁気、レーザー、太陽風による高燃費や高推力な推進（テザー推進含む）の研究

• 高効率軽量な太陽光パネル等やソーラパワーに依存しない電力電源システム

• 宇宙状況把握、自律的に自己軌道変更、スペースデブリの軌道を物理接触なしに

変更させる研究

（３１）「爆発反応や衝撃波」 に関する基礎研究

期待する
研究提案例

• 高速物体の衝突による破片生成や衝撃波等の原理を探求し、人体防護や周辺構造

物への影響を類推する研究

• スペースデブリの衝突爆発による生成破片のサイズや規模が、宇宙空間の安定的に

利用する場合の影響を予測する研究

（１０）「光波領域における新たな知見」 に関する基礎研究

（１１）「光波センシングや光通信における新たなアプローチ」 に関する基礎研究

期待する
研究提案例

• 画像センサの高分解能化や広視野化に関する研究

• 光波と電波の境界に位置するテラヘルツ波の利用による新たな機能に関する研究

• レーザによる無線通信、障害物回避、気象観測等に関する研究
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本公募の全体スケジュール

公募期間
令和５年１月２７日（金）～令和５年５月９日（火） １２：００

書類審査 （一次審査）
６月頃

面接審査 （二次審査）
７月頃

採択課題決定 （最終審査等）・公表
８月頃

契約締結・研究開始
１０月頃以降 （タイプＡ、Ｃ）
１２月頃以降 （タイプＳ）
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皆様の積極的なご応募をお待ちしております。

防衛装備庁 ファンディング

https://www.mod.go.jp/atla/funding.html
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